第１号様式
                          許可申請

歴史的風土特別保存地区内行為 　　　　　書

                          協　　議

年　　　月　　　日
明 日 香 村 長　殿　

申請者  住所　　　                 
協議者　氏名　　　　　　　　         　　 eq \o\ac(○,印)   　
（電話                         ） 
代理人　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　       　　　        　 eq \o\ac(○,印)　　
　　　　　　　　　　　　　　　　        （電話                         ）
法人の場合には主な事務所の所在地

及び　名称並びにに代表者氏名
第１項

古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法第８条 　　　 の規定による
第8項　　　　

　　　　　　　　 　　　許 可                                            申 請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別地区内の行為の　      を受けたいので下記のとおり関係図書を添えて      します。

                  　　 協 議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　協 議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記

	１許可を受けようとする行為の種類
	（ア）建築物その他の工作物の新築、　　 （オ）建築物その他の工作物の色彩の変更
改築又は増築　　　　　　　　　　 （カ）屋外広告物の表示又は掲出　　　　　

（イ）宅地の造成、土地の開墾　　　　 　（キ）水面の埋立て又は干拓　　　　　
　　　その他の土地の形質の変更　　　 　（ク）屋外における土石、　
（ウ）木竹の伐採　　　　　　　　　 　　　　　廃棄物又は再生資源の堆積　　　　　　　　 
（エ）土石の類の採取 　　　

	２ 行 為 の 目 的
及 び 理 由
	
	５ 行為地の地    貌
	

	３ 行為地の所在地（地名・番地）
	
	６ 行為の
期  間
	着手予定　 年 　月 　日
完了予定　 年　 月　 日

	４  行為地の地目
	（ア）田 （イ）畑

（ウ）宅地（エ）山林（オ）原野（カ）その他（　　　　　　　）　　　
	７ 行為の
内  容
	関係図書別添

	
	※　　摘
	
	要

	
	
	
	


注１　申請者又は協議者は本人とします。代理人が申請又は協議をする場合は、別に委任状を添付してください。

　２　「住所」及び「行為地の所在地」については、府県、市郡、区町村、字及び街区符号、住居番号等を記入してください。なお、「行為地の所在地」については、それが広域にわたる場合は、
「××地内」又は「××地の一部」と記入してください。

　３　１、４については該当事項に○印を付けてください。

　４　２、５については、具体的にわかりやすく記入してください。なお、５の「行為地の地貌」に
ついては、傾斜地平坦地の別、林地、伐採跡地等及び立木竹、建築物その他の工作物等の有無を記入してください。
　５　※印欄は、記入しないでください。

